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登米市の農業従事者の平均年齢は概ね70歳、農業者と農家数が激減する
中で、未来の地域の農地を適切に管理し農業を維持する方策は如何に。

　市は「地域計画」策定のための協議の場を設け、11月14日から12月6日の間、町域毎に開催
しました。ワークショップでは、農地を含め地域農業の将来計画について、現状の課題や、目指
すべき方向と改善策などの意見が出され、集約集積に向けた出し手受け手の共通認識の必要性、
担い手確保に向けた後継者への意識付けや経営と労働環境の改善など多くの提案がありました。
　「地域計画」は地域の農業の将来像と10年後を見据えた計画で、複数の協議を重ね、農業委
員会で行う目標地図の素案作成などを含め令和７年３月末までの策定を目指しています。
　地域の将来像であることからより多くの農家が認識できる取り組みを強化することで、より
実効性の高いものが得られると思いました。　　　　　　　　　　　　 担当：佐藤久順委員

　農業委員会委員を対象とした農業者年金加入推進
研修会が11月27日、中田庁舎で開催されました。
講師には宮城県農業会議村田雄紀氏、JA宮城中央
会から荻田芳昭氏を招き「農業者年金と加入推進に
ついて」と題してお話をいただきました。
研修の中で、まだまだ農業者年金は認知不足であり、
ポスターの貼り出しや、チラシの設置など制度を
知ってもらう活動が大事だということを知りました。
　私も農業者年金に加入しており、老後をしっかり
サポートしてくれる安心があります。
　農家のみなさん、是非加入をご検討ください。制度
についてはお近くの農業委員、最適化推進委員まで。

担当：鹿野昭子委員　

　中田町上沼の空きハウスを借りて、キュウリ農家
として就農した齋藤さんご夫婦。経営面積はハウス
１５ａからスタートして、現在はハウス３０ａ、露
地２５ａになりました。春から秋にかけて作付けし
ているキュウリを中心に、２年目からは冬場の収入
確保のため露地に大根や人参を、キュウリの後作と
して冬場は葉物野菜を栽培しています。
　保育園に預けているとはいえ、幼いお子さん（４歳）
がいる３人家族。パートの方を雇用し労働力の安定
化を図っているとのことです。
　大地さんは、収量の増加と長期的かつ持続的な労
働力を確保するため、通年雇用などの体系づくりが
目標だとお話してくれました。今後を応援したくな
るお二人でした。

担当：五十嵐幸喜委員　

令和６年能登半島地震で被災された方々にお見舞い申し上げます令和６年能登半島地震で被災された方々にお見舞い申し上げます

地域計画の策定に関する意見交換会が開催される！
「10年後の農地・農村を担う」

迫 東和登米
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新年のご挨拶
登米市農業委員会　会長　高　橋　清　範

　新年を迎え、皆様方には健やかにお過ごしのこと
とお慶びを申し上げます。
　昨年は、記録的な猛暑による高温障害などで、農
作物の収量の減少や品質低下が各地で頻発した年で
ありました。地球温暖化が一因の自然環境の変化がもたらす災害と認識しております。
政府ではこれらの対応として、品種の改良や開発、CO₂の削減についても2050年を目標
（実質０）に取り組んでおり、大いに期待するところであります。
　また、近年「食料の安全保障」が声高に問われており、それに関わる「食料・農業・
農村基本法」の見直しも進められ、生産基盤の回復と自給率の向上が大きな課題になる
と考えております。
　農業委員会としては、農業・農村の多面的機能を守るための活動に全力で取り組んでおります。その一
環として、登米市が進める、将来を見据えた「地域計画」の協議の場に参加しております。さらに、農地
の効率的な利用を図ると共に、新規就農者や多様な担い手に対し、魅力ある農業・農村にするため「目標
地図」の素案作成を進めたいと思っております。皆様のご協力が不可欠ですので、何卒よろしくお願い申
し上げます。
　最後に「農業の改革元年」というべき2024年度において、人々が安心して暮らせる地域社会の維持発
展に向け、市や県、国へしっかりと現場の声を届けてまいります事を申し上げ、新年の挨拶と致します。

　（一社）宮城県農業会議主催の農業委員会大会が11月
15日名取市文化会館で開催されました。
　県内から総勢800名の農業委員、農地利用最適化推進
委員が参加しました。大会では第1号議案から第4号議案
まで提案され、満場一致で採択されました。
　その後、東北大学大学院農学研究科教授角田毅氏によ
る「地域農業・農村を担う人材の育成確保と経営継承」
と題した講演を拝聴し、農業情勢が一段と厳しさを増す
中、私たち委員の役割を再認識しました。
　大会では、宮城県農業会議会長表彰（在職15年以上）
として、当委員会からは３名が表彰を受けられました。
　また、事務局職員として在職10年に達した方の表彰も
あり、主査の千葉貴行さんが表彰されました。

担当：門馬一郎委員　

　令和６年４月から、相続による不動産の取得を知ってから
３年以内に登記申請をすることが法律で義務付けられます。
　正当な理由なく申請しない場合には10万円以下の過料が科
される可能性があります。今のうちから相続登記に備えま
しょう！
・制度に関する詳細は   法務省　不明土地　　　　で検索
・登記の専門家へのご相談は、宮城県司法書士会の「相続登
記相談センター」にお問い合わせください 
　　☎０２２－２２１－６８７０
　（月・水・金／13：30～16：30）
・相続登記の手続に関するご案内（ハンドブック）→
　仙台法務局登米支局

法務局からのお知らせ～相続登記の義務化について～

　目標地図作成の情報共有などを目的
として、栗原市農業委員会（吉田優俊
会長外38名）が来訪しました。登米
市と栗原市は、隣接する圃場もあるこ
とから、協力しながら目標地図素案の
作成を進めることなど活発な情報交換
が行われました。

栗原市農業委員会の視察を受け入れました

（法務省ホームページ）不動産登記推進
イメージキャラクター
「トウキツネ」

第８回　宮城県農業委員会大会

五十嵐幸喜委員 芳賀秀二委員

受賞された委員の皆さん

武田正男元委員
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登米市の農業従事者の平均年齢は概ね70歳、農業者と農家数が激減する
中で、未来の地域の農地を適切に管理し農業を維持する方策は如何に。

　市は「地域計画」策定のための協議の場を設け、11月14日から12月6日の間、町域毎に開催
しました。ワークショップでは、農地を含め地域農業の将来計画について、現状の課題や、目指
すべき方向と改善策などの意見が出され、集約集積に向けた出し手受け手の共通認識の必要性、
担い手確保に向けた後継者への意識付けや経営と労働環境の改善など多くの提案がありました。
　「地域計画」は地域の農業の将来像と10年後を見据えた計画で、複数の協議を重ね、農業委
員会で行う目標地図の素案作成などを含め令和７年３月末までの策定を目指しています。
　地域の将来像であることからより多くの農家が認識できる取り組みを強化することで、より
実効性の高いものが得られると思いました。　　　　　　　　　　　　 担当：佐藤久順委員

　農業委員会委員を対象とした農業者年金加入推進
研修会が11月27日、中田庁舎で開催されました。
講師には宮城県農業会議村田雄紀氏、JA宮城中央
会から荻田芳昭氏を招き「農業者年金と加入推進に
ついて」と題してお話をいただきました。
研修の中で、まだまだ農業者年金は認知不足であり、
ポスターの貼り出しや、チラシの設置など制度を
知ってもらう活動が大事だということを知りました。
　私も農業者年金に加入しており、老後をしっかり
サポートしてくれる安心があります。
　農家のみなさん、是非加入をご検討ください。制度
についてはお近くの農業委員、最適化推進委員まで。

担当：鹿野昭子委員　

　中田町上沼の空きハウスを借りて、キュウリ農家
として就農した齋藤さんご夫婦。経営面積はハウス
１５ａからスタートして、現在はハウス３０ａ、露
地２５ａになりました。春から秋にかけて作付けし
ているキュウリを中心に、２年目からは冬場の収入
確保のため露地に大根や人参を、キュウリの後作と
して冬場は葉物野菜を栽培しています。
　保育園に預けているとはいえ、幼いお子さん（４歳）
がいる３人家族。パートの方を雇用し労働力の安定
化を図っているとのことです。
　大地さんは、収量の増加と長期的かつ持続的な労
働力を確保するため、通年雇用などの体系づくりが
目標だとお話してくれました。今後を応援したくな
るお二人でした。

担当：五十嵐幸喜委員　
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地域計画の策定に関する意見交換会が開催される！
「10年後の農地・農村を担う」

迫 東和登米
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地域計画の策定に関する意見交換会が開催される！
「10年後の農地・農村を担う」
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